社会科学系の学生の為の英語コミュニケーション：時事ニュースのリスニングからディスカッション、プレゼンテーション、ディベートへの展開 by 佐賀 裕実
　この論文では、社会科学系の大学生を対象に、彼らの専門と関心に沿った
授業内容を提供し、かつ、将来的にも彼らの職場その他の様々な場面で実際
に役立ちうる英語コミュニケーションの基礎を育成するために作成した教材
と授業の運営法について述べる1。
1．はじめに：時事教材の重要性
　社会科学系の学部・学科における英語教育に求められるのは、学生が各々
の専門分野に関する研究を深める上で直接的に役立つ英語、あるいは専門に
関するコミュニケーションを図るためのツールとしての英語能力の育成であ
る。しかし、一般的に日本の多くの大学では、帰国子女などの長期にわたる
海外生活の経験者を例外として、従来的な英語教育を受けてきた学生が大半
である。そうした学生に共通して見られるのが、文字情報として与えられる
英語を読解する能力に秀でている一方で、インプットした情報を自分の視点
で捉えなおし、自分の英語で話し、書く経験に乏しい傾向である。また、音
声情報として与えられた英語に即座に反応するためのリスニング能力も十分
に備わっているとは言い難い。こうした英語によるコミュニケーション能力
の欠如について、最も強い問題意識を持っているのは学生たち本人であるが、
それを積極的に改善する機会を得られず、苦手意識を克服できないケースが
多いようである。
　学生のアウトプットの能力を引き出すときにまず重要なのが教材の選択で
ある。彼らが真剣に考え、意見を交換したいと感じるトピックは何なのか―
その的を的確に捕えないと、学生はコミュニケーションになかなか意欲を示
さない。この点で、社会科学系の学生の関心を最も効果的に引き出す素材の
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ひとつが、国内外の社会全般に関する時事トピックである。勿論、学部や学
科を問わず、日本の大学生が英語学習において究極的に目指すべきは、自ら
の専門について英語で議論しうる能力の習得である。しかし、未だ日本語で
専門を学ぶ途上にある学生にとって、これは一朝一夕に達成される目標でな
いだけでなく、社会科学分野の専門知識を持たない私のような語学教員が提
供しうる英語教育の域を超えてもいる。だが、純粋な意味での専門の域に達
しないまでも、特に海外の時事情勢に焦点を当て、社会科学系の学生が触れ
ておくべき政治・経済・教育等のトピックを提供することで、彼らが英語を
使って自分をとりまく社会について議論する場を提供することはできる。学
生が一般的な社会情勢について内容のある議論をする環境を提供し、より専
門性の高い議論に進むための基礎力づくりを手助けすること―これを基本姿
勢として開発してきたのがここに述べる英語コミュニケーションのコースで
ある。
2．コースの概要とスケジュール
　2009 年度にこのコースを始めて担当して以来、その概要とスケジュール
には年度毎に少しずつ修正を加えてきたが、2012 年度前期のコースの概要
（［資料 1］）と 1 学期分のコーススケジュール（［資料 2］）を最新版として示す。
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［資料 1］ コースの概要
コース名 経済語学
クラスの規模 約 20 名まで
クラスのレヴェル 中級（TOEFL-ITP 500-550 点）
教室
設備
CALL 要
プロジェクター 要
スクリーン 要
インターネットアクセス 要
授業の目的 英語による時事ニュースのリスニング力の習得を最も
基本的な目的とする。その上で、リスニングを通して
学んだトピックについてディスカッションおよびプレ
ゼンテーションを行うことにより、自分の意見や自分
でリサーチした情報を英語で発信する訓練も行う。さ
らに、小規模な形式のディベートによって、英語で自
分の立場を擁護し、かつ、相手の議論に反駁する技法
の初歩も学ぶ。
主な授業内容 （1） 時事ニュースのリスニング訓練（LL ブースにおけ
る個人作業）
（2） インフォーマティヴ・プレゼンテーション
 （個人による）
（3） グループ・ディスカッション
（4） マイクロ・ディベート
使用言語 英語
評価基準 出席：10 ％
平常点（毎回の提出物の得点、ディスカッションおよ
びディベートへの貢献度）：30 ％
プレゼンテーション：20 ％
学期末試験 （リスニング問題）：40 ％
［資料 2］ 1 学期分（授業数 15 回）のコーススケジュールと授業内容
week Class Activities
1 Course Introduction
News Report (Listening)
(40 min)
Presentations
 (15-20 min)
Discussion/ or Debate 
(20-25 min)
2
(1) A Challenge of US Car Culture 
(2) Synthetic Biology: Revolutionary New 
Science 
Group discussion (1)
3
(3) The Gentleman’s Gentleman
(4) Chinese Tourists to UK 
[Lecture] “Making a 
Presentation in 
English”
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4
(5)  Victory of Aung San Suu Kyi: 
 Burmese Election
[Presentation by the 
instructor] 
“Burma: Battle for 
Democracy”
Group discussion (2)
5
(6)  Despair Spreads in Greece: Euro Crisis Presentation (1)
“Aung San Suu Kyi: 
Her Life and Career”
[Lecture]
“Introduction to
 Debating”
6
(7) Sarkozy vs. Holland:
 French Presidential Election
Presentation (2)
“Euro Crisis in Greece”
Micro-debate (1)
Proposition: It is not
beneficial to own 
a private car in 
Japanese society.
7
(8) Putin’s Inauguration Presentation (3)
Topic: Sarkozy vs. 
Holland
Group discussion (3)
8
(9) Democracy in Higher Education Presentation (4)
“Origin and History 
of Butlers”
Presentation (5)
“Vladimir Putin: His 
Political Career”
Group discussion (4)
9
(10) UK as the Largest Fairtrade Market Presentation (6)
“History of the US 
Car Industry”
Group discussion (5)
10
(11) University Entrance Examination in 
China
(Supplement) South Korean Students under 
 Intense Pressure
Presentation (7)
“History of the 
Fairtrade International”
Presentation (8)
“History and the 
Current Situation of 
the Fairtrade Sales in 
Japan”
Group discussion (6)
11
(12) US Healthcare Reforms: A Critical 
Battleground of the Presidential 
Election
Presentation (9)
“Gaokao: Chinese 
University Entrance 
Examination”
Micro-debate (2)
Proposition: Japanese 
universities should 
shift enrolment season 
from spring to fall. 
12
(13) Traffic Congestion in Singapore
(14) Sales Tax Hike in Japan
Presentation (10)  
“US Healthcare 
Insurance Reform”
Group discussion (7)
13
(15) New Greek Government Presentation (11)
“Vehicle Ownership 
in Singapore”
Micro-debate (3)
Proposition:
It is necessary to 
increase sales tax in 
Japan.
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14
(16) Conflict Intensifies in Syria Presentation (12)
“Euro Crisis from a
German Point of 
View”
Group discussion (8)
(Students’ feedback 
on the course 
contents)
15
(17) Orbid: UK’s Tallest Sculpture in the 
Olympic Park
Presentation (13)
“Modern History of 
Syria; The Latest 
Development of 
Syrian Crisis”
Presentation (14)
“International 
Response to Syrian 
Conflict”
16 End-of-Term Examination
　このコースのリスニングセクションでは、主として BBC 放送による様々
な英語放送番組を教材として使用している。コースの基本的な主眼のひと
つは、時事問題のような比較的レヴェルの高い内容の英語を聴解する力の
向上にある。個々の学生が自分のペースでリスニングに集中できるように、
授業設備として CALL システムの整った環境を確保することが必要である。
CALL システムの種類にもよるが、このコースでは、基本的に学生の PC 上
の教材フォルダに教員 PC から映像と音声情報を同時に配布し、学生は配布
された教材を時間内に何度でも再生できる。
　リスニングの訓練がこのコースの基本ではあるが、個人によるリスニング
訓練だけでは学生の学習効率が下がるだけでなく、クラスとしてひとつの場
に集まっている利点も活かされない。そこで導入しているのが、プレゼンテー
ション、グループ・ディスカッション、およびマイクロ・ディベートといっ
たよりインタラクティヴな活動である。これらの要素の組み合わせ方の詳細
については、上の［資料 2］をご覧いただきたい。
3．ニュースレポートのリスニングの指導法
3.1．ニュース教材としてのトピックの選択
　英語放送からニュース教材を作成する際に最も重要なのはトピックの選択
である。教材作成の時間を確保する必要はあるが、できるだけ実際の社会で
日々展開しつつあるトピックを扱うことを重視して、数日から数か月以内に
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放送されたニュースを教材にするように努めている。
　ニュースソースとして最も使いやすいのは、様々なジャンルのニュース全
般を網羅する一般のニュース番組である。しかし、履修生全体の関心に一定
の傾向があるならば、できるだけそれに沿った分野に的を絞る方が学習意欲
の向上につながる。特に、このコースでは経済学部の受講生が常に過半数を
占めるため、経済専門のニュース番組をしばしば利用している。また、旅行
や最新テクノロジー等、ひとつの分野にフォーカスを絞った番組も時に利用
し、授業内容に変化をつけることも学習効果を高める。
　実際に扱ったトピックの具体例については上の［資料 2］をご覧いただきた
いが、経済・政治・教育・科学・文化 / 芸術など、できるだけ多様なジャン
ルのトピックを選ぶよう心掛けている。例えば、［資料 2］の中で学生が最も
関心を寄せたのがユーロ危機の問題であり、トピックの（6）“Despair Spreads 
in Greece: Euro Crisis”（ユーロ危機の下での財政削減策により強まるギリシャ
における社会不安）、（7）“Sarkozy vs. Holland: French Presidential Election”（フ
ランス大統領選の 2 候補の対立の背景としてのユーロ危機）、（15）“New Greek 
Government”（2 度にわたる総選挙後のギリシャにおける挙国一致内閣の成立
と緊縮財政策の国民生活への影響） の 3 本がこの問題の関連トピックであっ
た。他に学生が積極的な反応を示したのは教育関連の話題で、［資料 2］ の
中では（9）“Democracy in Higher Education”（インターネットを利用した無料
の大学教育カリキュラムの開発）や、（11）“University Entrance Examination in 
China”（中国の大学入学試験の激しい競争の様子）がこれにあたる。一方、学
生の反応が鈍かったのは自然科学系の話題で、例えば（2） Synthetic Biology: 
Revolutionary New Science （最新の遺伝子操作の技術が専門家だけでなく一
般の人々にも容易に入手できるようになった現実） のトピックがこれにあた
る。経済・商学系の学生の間では、自然科学系の話題に対する関心がそれほ
ど高くないというのが過去数年間の印象である。
　教材作成にあたって、トピックの選択の他に重視しているのが情報の質と
量である。先に、教材用にはスタンダードなタイプのニュース番組が最も適
していると述べたが、これはそうした番組では大抵のレポートが約 2 ～ 3 分
と授業で扱うには適当な長さであり、かつ、語彙の面でも専門性が高すぎる
ということがないためである。レポートの多くは世界各地の特派員が現地の
映像を交えて送ってくる臨場感に満ちたものであり、抑揚のあるレポーター
の語り方も魅力である。他に、経済ニュースを専門的に扱う所謂ビジネス
ニュースも経済専攻の学生にとっては専門的な語彙に触れる良い教材にな
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る。また、科学や旅行などの特集番組では、1 本のレポートが 6 ～ 10 分と長
い場合が多いので、授業向けにレポートを 2 部に分割する等の配慮が必要に
なる。
3.2．毎回の授業の進行
　次に、実際に英語のニュース放送を素材にした教材を使って 90 分の授業
枠をどのように運営しているのかを説明する。標準的な 1 回分の授業の進行
を簡略に示すと以下のようになる（［資料 3］には授業の全体像を通観できる
ように 90 分で通常行う授業内活動のすべてを記すが、ニュースレポート視
聴後のプレゼンテーション、グループ・ディスカッション、そしてマイクロ・
ディベートについては後続のセクションで個々に詳述する。）：
［資料 3］標準的な 1 回分の授業の進行
予習課題 大学のホームページ上にアップロードしたニュースレポートと Vocabulary 
List（［資料 4］を参照。）を利用した予習。
時間経過 授業の進行
00:00-00:05 授業開始の準備
- 当日使用するニュースレポート（映像および音声）を学生 PC の教材フォ
ルダに配布。
- ニュースレポートに関する Comprehension Questions （［資料 5］を参照。）の
配布。
00:05-00:25 個人のペースによる要旨の理解
- PC 上の映像・音声再生ソフトウェアを使ったニュースレポートの視聴と
Comprehension Questions の解答。
- Comprehension Questions の解答の提出。
00:25-00:30 個人のペースによる詳細の理解
- ニュースレポートのスクリプト（［資料 6］を参照。）の配布。
- スクリプトの空欄を補充しながら詳細を理解。
00:30-00:40 模範解答の提示と解説
- スクリプトの空欄に入れる語句の解答をパワーポイントで表示。
- Comprehension Questions の模範解答（スクリプトの裏面に印刷）に沿った
解説。
00:40-01:15 学生によるプレゼンテーション（もしくは教員による補足情報のプレゼン
テーション）
01:15-01:30 グループ・ディスカッションもしくはマイクロ・ディベート
＜授業終了＞
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3.3．リスニングに使用する各種のハンドアウト
　上の［資料 3］に示した通り、2 分半～ 3 分程度の標準的な長さのニュース
レポートを 1 本だけ扱う場合には、学生が個々のペースで行うレポートの視
聴および問題解答に始まってクラス全体による解答の確認まで、リスニング
のセクションだけでおよそ 40 分を要する2。3 分程のレポートに対し 40 分と
いうとかなりのスローペースという印象を持たれるかもしれないが、この間、
学生はただ漫然とレポートの再生を繰り返すわけではなく、順を追って配布
される数種のハンドアウトに従って 1 本のレポートを段階的により深く理解
していく。その段階を説明するため、ここでは［資料 2］の中の第 13 週目に
使用した “New Greek Government” と題したレポートのために作成したハン
ドアウトを例として説明する。
　言うまでもなく、ニュースレポートを漫然と見聞きするだけでは聴解力は
上がらない。特にニュース英語の内容とスピードを考慮すると、受講者には
授業前までに少なくとも重要語句を把握し、また、実際のレポートを一、二
度はプレビューしておくように課すことがスムーズな授業運営と学習効果の
向上のために不可欠である。［資料 4］のリストは、授業前の予習用にウェブ
上にアップロードする重要語句リストの 1 例である。語句はニュースのスク
リプト中に現れる順に並べ、発音記号、品詞、日本語の意味、そして英語の
同疑語（もしくは英語による定義）の情報を載せる。このクラスでは授業中
の使用言語を英語にしてはいるが、語彙リストには日英両語の意味を載せ、
予習段階での躓きを防ぐとともに、余裕のある者には同義語の学習を通して
英語から英語への置き換えの習慣をつけるよう促している。予習をしたか否
かのチェックは特にしていないため、中には予習を怠る学生もいるが、予習
に対する姿勢の違いは毎回の授業時の内容把握問題の正答率、また最終的に
は学期末の評点の差として歴然と現れる。
　次に［資料 5］ が解答用紙を兼ねた内容把握問題である。約 3 分の長さのレ
ポートならば、解答時間を 20 分とし、問題数は 8 ～ 10 題程度にするとレポー
トのほぼ全体にわたって要点を問うことができる。これ以下だと問題が少な
すぎてリスニング力のレヴェル差が現れにくく、またこれ以上だと非常にレ
ヴェルの高い学生でも時間不足で答えきれない。解答用紙の最下段には、早
めに終わった学生の為にトピックに関する意見を書く欄を設け、書かれたコ
メントに対しては A、B、C の評点を付けて問題に対する解答とは別枠で評
価の対象とする。問題の配列にも留意し、学生がレポートを再生しながら自
然に解答を進められるように、ニュースの内容の展開に沿って問題を並べる
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ようにしている。視聴と解答を開始してから 20 分経過した時点で解答用紙
を回収し、授業は次の段階へ進む。回収した解答は翌週までに採点し、授業
の開始時に返却すると学生のモティベーションの維持に効果がある。また、
満点の得点を毎週同じ点数に固定しておくと、学生にとっても学期を通した
自己評価のひとつのめやすとして有効である。
　［資料 6］ はレポートのスクリプトに約 10 か所の空欄を設けたワークシー
トである。内容把握問題の解答用紙を回収した後にこれを配布し、個人のリ
スニングにさらに約5分を与える3。ここで学生は空欄補充をするだけでなく、
内容把握問題に取り組んだ段階ではよく聞き取れなかった部分を確認するこ
とができる。空欄を設ける際の留意点としては、内容把握問題の答えにあた
る部分はできるだけ空欄にしない（これによって学生が正答を自力で発見す
る機会を増やす）、1つの空欄には基本的に1つの語（句）が入るようにする（補
充部分が長すぎると作業時間の点で無理が生じる）、ネイティヴ・スピーカー
か否かの別を問わず、癖の強い話し方の部分に空欄を設けるのは避ける、等
がある。履修生の中に（英語のネイティヴ・スピーカーではない）外国人留
学生が含まれる場合、彼らは平均的な日本人学生よりも高いレヴェルの英語
力（特にコミュニケーション力）を持っていることが多く、中にはこの種の
空欄補充問題の効果に疑問を抱く者もいる。しかし、一般的な日本人学生の
多くは、スクリプト中で伏せられたキーワードを聞き取りながらレポートの
全体をレビューする作業に意義を見出している。レポートの長さにもよるが、
およそ 5 分が経過したところで正答を教室の大スクリーンと学生のモニター
にパワーポイントで提示する（［資料 7］）。
　ここまで、学習はずっと個人作業として進められるが、一連のリスニング
学習の最後の段階では全員がヘッドセットを外し、教員による内容把握問題
の模範解答とレポートに関する解説を聞く。模範解答は通常、［資料 6］ のス
クリプトの裏面に印刷する（この論文では紙面の都合上、［資料 5］の問題と
ともに印刷する。）ので、教員の話の前に既にチェックしている学生もいる。
しかし、私としては第一にクラス全員でニュースの大意を共有したいという
こと、第二に、机間巡視の間に気付いた点や、回収した学生の解答用紙から
発見した共通の誤解やミスについてコメントしたいという理由から、10 分
程の時間をとって口頭で説明を加えている。こうして、授業開始から約 40
分でクラス全員が 1 本のニュースレポートの大意をひと通り理解することが
できる。
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［資料 4］ ニュースレポートのリスニングの予習用の Vocabulary List の例
New Greek Government
Vocabulary
  1. coalition [kouǝliʃn] (n) 連合、連立 = a government formed by two or more political 
      
parties working together; alliance, union    e.g.) a coalition government
  2. renegotiate [rinigouʃieit] (v) 再交渉する = hold talks again; try to a compromise again
  3. terms [tǝrms] (n) 条件 = conditions, specifications, details
  4. take office (idm)（特に政府の）要職に就く = start in an important job or position, 
      
especially in government
  5. pray [prei] (v) 祈る = beg, plead, crave, ask earnestly    e.g.) I prayed for forgiveness.
  6. be sworn in (idm) 就任の宣誓をする = to be given a new public job and make an official
 
      
promise to do their duty well    e.g.) The new governor will be sworn in next week.
  7. leeway [li:wei] 自由裁量 (n) = freedom, latitude, room to manoeuver, flexibility,
      
independence    e.g.) How much leeway should parents give their children?
  8. Syriza [sirizǝ] (n) 急進左派連合（ギリシャの左派政党）= a left-wing political party in 
      
Greece
  9. opposition party (n) 野党 = a nongovernment party
10. Crete [kri:t] (n) クレタ島 = the largest and most populous of the Greek islands
11. bailout (n) [beilaut] 財政支援・救済措置 = financial help given to a foreign country that 
      
has very serious financial problems
12. patriotism [peitriǝtizǝm] (n) 愛国心 = love of one’s country; loyalty to one’s country
13. solidarity [solidæriti] (n) 団結 = unanimity, unity, harmony, cohesion
14. trap [træp] (v) 窮地に陥る、身動きが取れなくなる = snare, entrap, capture     
       
e.g.) He was trapped in an unhappy marriage.
15. recession [riseʃǝn] (n) 景気後退 = economic decline, downturn, depression, slump
16. fiscal [fiskǝl] (adj) 国庫収入の、財政（上）の = tax, budgetary, revenue    e.g.) the 
      
government’s fiscal policies
17. reverse [rivǝr:s] (v) 取り消す、撤回する = overturn, overthrow, revoke, cancel
18. impose [impouz] (v) 実施する、施行する = enforce, establish, introduce
19. room [ru:m] (n) 余地 = scope, capacity, margin, leeway    e.g.) There’s always room for 
      
improvement.
20. maneuver [mǝnu:vǝ] (n) 計略、措置、計画 = tactic, plan, scheme, plot
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［資料 5］ニュースレポートに関する Comprehension Questions の例
　　　  （ここでは通常は別刷する模範解答も共に印刷して示す。）
Name                                Student No.                                Score                        /20
New Greek Government
Watch the video news and answer the following questions. 
1. There had been a political vacuum in Greece since the former general election. How long 
did it last?                                       (   /1)
 For six weeks [since early May].
2. How many parties joined to form the new government?                  (   /1)
 Three parties.
3. How will the European leaders feel about the new government and why will they feel so?
                        (   /3)
 They will no doubt be relieved to have a new partner for dialogue in Greece but also 
slightly nervous as the new government says it wants to renegotiate some of the terms of the 
international bailouts.
4. What does the new prime minister Antonis Samaras want to elicit from the Eurozone?
 (Answer in a short phrase.)                     (   /2)
 A little bit of leeway [A bit of breezing space].
5. What does Mr. Samaras fear may happen if he fails in his negotiation with the Eurozone?
                                          (   /2)
 He fears that the support for Syriza, the main opposition party, which campaigned against 
the EU’s bailout agreement, will grow.
6. Name the three things that Mr. Samaras appealed to the Greek people to show.              (   /1)
 Patriotism, solidarity and trust.
7.  The reporter shows a scene on the streets in Athens as a reminder of “real people [who] are 
trapped by the Eurozone crisis.” Explain what is taking place in this scene.                   (    /3)
 Some farmers from Crete are handing out 27 tons of free food to people on low incomes.
8.  Specify the three points that Mr. Samaras expects from the rest of the Eurozone members.
                                          (   /6)
 (1)  To give Greece two more years to meet its fiscal targets.
 (2)  To permit Greece to reverse the big cut in minimum wage imposed earlier this year.
 (3)  Faster delivery of EU investment funds to create jobs and growth.
9.  Is it likely that the Eurozone members will fully answer Mr. Samaras’ expectation?       (   /1)
 No. [For example, German Chancellor Angel Merkel has made it clear that Greek will not 
be given much leeway when it comes to changing the terms of the bailout.]
10. What is your reaction to this report?
212284_津田塾紀要no45_5校.indb   215 2013/03/08   20:45:41
216
［資料 6］ニュースレポートのスクリプト（空欄補充問題を兼ねる）の例
 
New Greek Government 
 
【1】 Now, Greece, meanwhile, has a new coalition government after two general elections in the space of six weeks. Three 
political parties which (a)                  to come together back in May have now reached the deal and they 
hope to bring back (b)                 . European leaders will no doubt be relieved to have a new partner for 
dialogue in Greece but also slightly nervous as the new government says it wants to renegotiate some of the terms of 
the international bailouts. Our Europe correspondent Chris Morris has more from Athens. 
 
【2】 Three days after the election watched around the world, in an orthodox blessing Antonis Samaras takes  
(c)                  as prime minister of Greece. He’ll lead a coalition government, and the rest of Europe will be 
(d)                  that it can bring some sense of stability. But there are no guarantees.  
 
【3】 He came out to face the cameras knowing that a tough road lies ahead.  
     
【4】 So, Mr. Samaras has just been sworn in as prime minister. He wants the Eurozone to give his new government a little  
bit of (e)                 , a bit of breezing space. Otherwise, he fears, the support for Syriza, the main opposition 
party, which campaigned against the EU’s bailout agreement, will simply grow and grow. 
 
【5】 And he promised he will try to restore a sense of hope at home.  
 
    Antonis Samaras (Prime Minister of Greece): 
       “I’m asking the Greek people to show patriotism, solidarity and trust. And with God’s help we will do whatever we 
can to get Greece out of this crisis.” 
 
【6】 And in another part of Athens there are reminders this isn’t just about numbers: real people are trapped by the Eurozone 
crisis.  
 
【7】 Here farmers from Crete are handing out 27 tons of free food to people on low incomes.    
     
Antonis Nithavrianikis (Farmer): 
       “There are a lot of people in my country who are in need. And we’d like to help.” 
 
【8】 This is the country in its fifth year of (f)                  and still deep in debt. So what does Mr. Samaras expect 
from the rest of Europe? Greece may ask two more years to meet its fiscal targets that could mean billions of euros and 
extra funding. The government may want to reverse the big cut in minimum wage imposed earlier this year. And it’s  
seeking faster delivery of EU investment funds to create jobs and growth. 
 
【9】 But in Berlin and other capitals there is limited (g)                  to giving too much to a country which for 
years spent more than it has earned.  
 
    Angela Merkel said today that she spoken to Mr. Samaras and (h)                  him. But she is already made it 
clear that she doesn’t see huge room for (i)                  when it comes to changing the terms of the bailout.  
 
【10】 There was a dance in front of the parliament in Athens tonight—proof that Greeks at least still know how to enjoy life. 
But no one knows how long the new government will last. There are more tough times ahead. Crisis 
(j)                 ; not crisis over.  
 
Chris Morris, BBC News, Athens
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［資料 7］ スクリプト中の空欄補充問題の正解を提示するパワーポイントの例
New Greek Government
(words for the gaps in the script)
(a) refused
(b) stability
(c) office
(d) praying
(e) leeway
(f) recession
(g) enthusiasm
(h) congratulated
(i) maneuver [manouvre]
(j) delayed
4．情報の受信から発信への展開
　ここまで述べてきたようなリスニングの訓練によって、現代社会の諸問題
について英語で聞き取る能力が向上すれば、このコースの第一のねらいは達
成されたと言えるかもしれない。しかし、実践的なコミュニケーション能力
の習得という観点に立つと、授業内容には未だ欠落しているものがある。そ
れは言うまでもなく、学生が自らの意見を英語で発信する活動である。小・
中学校から高校まで、日本の伝統的な教育環境においては、現在でも教員が
与える知識を正しく理解し吸収することに重点が置かれている。大学におい
ても状況が大きく変わるとは言い難く、小規模のゼミ形式の授業を例外とし
て、多くの授業は中～大規模な講義形式である。そのため、講義を静かに聞
く授業形態に適応できても、例えばフリーディスカッションのような形式に
はなかなか馴染むことができない学生が多い。他者の意見を踏まえた上で自
分の意見を発信し、共に議論を深めていくというプロセスの経験に乏しいの
である。しかし、一般に議論が日常の一部として根付いている英語文化圏に
あっては、議論の場で沈黙することが即ち「意見を持たない」あるいは「無関
心である」といった態度の表明として受け取られてしまうこともある。そう
考えると、複数の人々を相手に意見を語ったり、意見を異にする相手を説得
したり、あるいは相互に意見を出し合いながらより良い答えを見つけていく
といったコミュニケーションの能力を日本の学生も是非身につける必要があ
るだろう。
　このコースでは、コミュニケーション能力の育成のために、グループ・ディ
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スカッション、個人プレゼンテーション、およびマイクロ・ディベートの 3
種類の活動を組み合わせて行っている。意見の発信を苦手とする学生でもで
きるだけ抵抗を感じず、自然に英語のコミュニケーションに参加できるよう
に導く上で、効果的と思われるいくつかの工夫を以下に紹介する。
4.1．リスニングからコミュニケーションの訓練への展開
　リスニングの訓練において、トピックが学習者の意欲や学習効果を左右す
るのと同様に、コミュニケーションの訓練においてもどのようなトピックに
ついて意見や情報を交換するのかという点が訓練の効果を左右する。例えば、
英会話の入門レヴェルの標準的なテキストでは、「趣味」、「スポーツ」、「友人」、
「家族」、「旅行」、「動物」などの身近で日常的なトピックが頻繁に見られるが、
誰もが話の糸口をつかめるという点で有効ではあっても、内容的に深みのあ
る議論に展開しづらいという難点がある。下準備なしに語ることのできる気
軽なトピックは、深く掘り下げるだけの奥行きに欠けることが多い。
　一方、このコースでは、授業の前半のリスニングでクラス全員がひとつの
具体的な時事トピックに関する基本的な知識を共有する。つまり、学生はリ
スニングを通してトピックについて語るために必要な語彙、数値、あるいは
争点をある程度学んだ状態にあると言える。そこで、このコースでは授業の
第 2 の展開として、その日のリスニングのトピックをそのままコミュニケー
ションの訓練に引き続き利用し、従来よりも内容のある議論の展開を図って
いる。
4.2．ディスカッションの指導
　まずディスカッションの指導法について述べる。このコースでは、少なくと
も学生がディスカッションに慣れるまでは、人数は 3 ～ 4 名の小規模グループ
に留め、1 人あたりの発言の機会が自然に増えるように図っている。グループ
のメンバーは、毎回できるだけ異なる者同士の組み合わせになるように、ディ
スカッションの度に教員が指定する。その際、ある程度スピーキング能力の
高いメンバーを少なくとも各グループに 1 名配置すると、議論の停滞を防ぐこ
とができる。グループのうち 1 名をディスカッションの進行役につかせ、黙り
がちな者に発言を促し、メンバー全員ができるだけ平等に発言できるように
配慮させる。また、別の 1 名を記録係にあてると、ディスカッションが取り留
めのない会話に流れてしまうのを防ぐのに効果的である4。
　次に、ディスカッションのトピックは毎回教員が所定のフォームに明記し、
212284_津田塾紀要no45_5校.indb   218 2013/03/08   20:45:41
社会科学系の学生の為の英語コミュニケ シーョン：時事ニュー スのリスニングからディスカッション、プレゼンテ シーョン、ディベ トーへの展開　　　219
各グループに 1 枚ずつ配布し、ディスカッション後に回収する。記録係は、
できるだけ簡潔かつ具体的に論点を整理してフォームに記入する。こうした
フォームがあると、グループの議論の内容を後から確認する上で、学生と教
員の双方にとって都合が良い。
　ディスカッションのトピックの設定に関しても、いくつか留意している点が
ある。まず、ディスカッションのトピックを必要以上に与えるのは避け、学
生が落ち着いて話し合えるだけの時間的余裕を持たせる。例えば、このコー
スのディスカッションの枠は正味 20 ～ 25 分程度なので、トピックの数は 3 ～
4 つに抑えている。トピックの傾向はその日に視聴したニュースレポートの内
容に応じて変化するが、概ね次の5通りのパターンを組み合わせて使っている：
（Type 1） What did you think of the news report that you watched today? （Have 
you ever experienced a similar situation?）
（Type 2） Do you know any additional information or more recent development 
about today’s news report?
（Type 3） What additional information will be useful for you to understand 
today’s news report more deeply? 
（Type 4） Discuss both the merits and demerits of * that you heard in 
today’s news report.
（Type 5） Do you agree or disagree with * that was discussed in today’s 
news report? Can you give some reasons, too?
 （* の部分にはその日に視聴したニュースレポートのト
ピックを入れる。）
Type 1 の前半部分は最も平明かつ汎用性が高い問いであるが、聞き方が漠
然としているだけにかえって意見が出にくい場合もある。そのため、学生自
身の経験を援用しながら語りうるトピックの場合であれば、後半部分のよう
な一文を付けて発言を容易にすると良い。Type 2 は、ニュースレポートの内
容に補足できるような知識の有無を尋ねるトピックだが、これが特に有効な
のは、状況が日々更新されるようなニューストピックを視聴して、教材に使っ
たレポートの内容がそのトピックの動向の最新局面に追いついていないよう
な場合である。例えば、［資料 2］ のニュースレポートの（6）、（7）、（12） のユー
ロ危機関連のトピックや、（17） のシリアの国内紛争問題の場合などがこれに
あたる。
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4.3．ディスカッションからプレゼンテーションへの展開
　4.2. の終わりで述べたように、学生が何らかの補足情報を持っていること
に期待して投げかける問いが Type 2 であるのに対し、Type 3 はその逆に学
生が何らの補足情報も持たないことを想定した問いである。実は、このコー
スのディスカッションで学生が最も積極的に意見を出していたのが、このタ
イプの問いを与えたときであった。学生の立場に身をおけば、これはある意
味当然かもしれない。どのようなトピックのニュースレポートであれ、2 ～
3 分という限られた時間の中で与えられる情報量は限られている。それが海
外の時事問題であれば尚の事、レポートが触れなかった問題の背景に関して
様々な疑問があるのは自然なことであろう。
　Type 3 の問いのもう 1 つの特徴は、この問いによって引き出された学生の
疑問を有効活用し、プレゼンテーションにそのまま展開できるという点で
ある。例えば、［資料 2］のニュースレポート（10） “UK as the Largest Fairtrade 
Market” の教材を視聴した週の授業を見てみよう。このレポートは、フェ
アートレード運動の先駆的な世界組織である Fairtrade International の製品と、
その世界最大の市場としてのイギリスに焦点を当てたものである。同国で
は、フェアートレードの運動について「よく知っている」と答える人が国民
の 96 ％に達し、その社会的認知度が欧州でも群を抜いて高く、製品の取引
も増大を続けている。一方、フェアートレード製品の全取引量を見ると、そ
れが世界の食料取引の総量に占める割合はわずか 0.01 ％以下と未だに極め
て小さいことなどが報告されている。次の 3 つは、このレポートの視聴後に
行ったグループ・ディスカッションで与えたトピックである：
（Topic 1） Have you read, seen, or heard anything more about the fair trade 
movement? 
（Topic 2） Have you ever bought any Fairtrade products before? （If you have, 
please tell us what you bought at what kind of occasion. If you 
haven’t, please tell us why.）
（Topic 3） What additional information will be useful for you to understand 
today’s news topic more deeply? （If the next presenter is choosing 
the fair trade as his presentation topic, what specific information do 
you want him to give?）
　Topic 1 は先に挙げた 5 つのタイプのうちの Type 2 に近く、ニュースレポー
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トの補足情報を出し合うように促すものである。Topic 2 は知識を問うので
はなく、1 人の消費者としてのフェアートレード商品の購入の経験の有無を
話してもらうという点で Type 1 の問いに属す。これら最初のふたつのトピッ
クで、学生たちはフェアートレードについて自分が知る範囲の情報をほぼ全
て言い尽くす。そこで最後に Topic 3 として、フェアートレードについて更
に深く掘り下げるとしたら、どんな側面に興味があるか、意見を出すように
促す。学生には、Topic 3で出される意見は、そのまま次週のプレゼンテーショ
ントピックの候補とすることを予め伝えておく。以下の［資料 8］は、Topic 3 
に対して実際に学生から出た意見を教員が授業後に整理し、リストにまとめ
たものである：
［資料 8］グル プー・ディスカッションで出されたプレゼンテ シーョン・トピックの候補
List of Possible Topics for the Students’ Presentations 
(Ideas from the group discussions of the previous week)
1. Origin and history of the Fairtrade International
2. What are the merits and demerits of the Fairtrade International’s Certification and Labeling 
System?
3. Fair trade movement in Japan (Public awareness of the Fairtrade Certification Labeling 
System in Japan/ Japanese consumers’ attitude towards the Fairtrade products)
4. Criticisms of the Fairtrade Certification and Labeling System 
5. Why are the Fairtrade products more expensive than their conventional equivalents? 
6. Does the premium reach the producers without fail? (Is the transaction between the 
Fairtrade International and the contract farmers really fair and trustworthy?)
 
　このリストは、授業後に大学のホームページ上の講義資料掲載ページに
アップロードし、履修生は誰でも自由に閲覧できるようにする。ただしリス
トのタイトルにもある通り、これは主として次週の授業でプレゼンターにな
る予定の学生の為の覚書としての意味合いが強い。彼らはこのリストを参考
に、自分のプレゼンテーションのトピックを決定し、リサーチをする。グルー
プ・ディスカッションの後、時間的余裕がある場合には、クラスディスカッ
ションの時間を確保し、グループごとにレポーターを立てて議論の要点をク
ラスに発表させるのも一案である。しかし、口頭の発表では全員に情報が必
ずしも正確に伝わるとは限らないので、情報を確実にクラスで共有したい場
合には、このリストのように教員が何らかの文字情報に落とす必要があると
思う。
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　このように、特に Type 3 のトピックを活用することで、ディスカッショ
ンからプレゼンテーションへの展開が可能となり、学生から出た疑問に対
して学生自身が回答を提示する形が成立する。リスニングセクションでは
ニュースレポートを基本的に教員が選択する上に、学習の重点はレポートの
内容の理解に置かれる為、学生は終始一貫して受動的な立場で学習する他な
い。しかし、ディスカッションを通して学生が自分の知識や経験に照らしな
がら問題を捉え直し、与えられたニュースレポートの背後に隠れた情報を自
力で発見し、検証することで、学生は受動的に理解した情報を最終的には自
分なりのアングルで切り取って提示する段階に移行する。そのプロセスを提
供することは、このコースのねらいのひとつでもある。
4.4．ディスカッションからディベートへの展開
　4.2. でリスト化したディスカッショントピックの 5 つのタイプのうち、
Type 4 と 5 は、ともに世論を二分するような論争に関するレポートについ
て議論するときに有効である。例えば、［資料 2］ の（11） “University Entrance 
Examination in China”
 と題したニュースレポートを視聴した日のディスカッ
ションを見ていただきたい。このレポートは Gaokao（高考）と呼ばれる中国
の全国統一の大学入試の競争の過熱ぶりと、その背景にある暗記学習の偏重
の危うさを指摘する内容であった。さらに、この日は補足的資料として、韓
国の小学校教育に関するレポート（［資料 2］ の “South Korean Students under 
Intense Pressure”）も視聴した。韓国では、中国に類似した知識の詰め込み式
教育の伝統が根強い一方、最近ではそうした傾向への反省から、子供の想像
力の育成に目を向ける動きが見られるという。このふたつのレポートを踏ま
えて、ディスカッションでは下のような 4 つのトピックを与えた：
［資料 9］ニュー スレポ トー “University Entrance Examination in China”に関する
　　　   ディスカッショントピック
(Topic 1) When you were preparing for the university entrance examinations, 
were you as stressed-out as the Chinese students in the report? Did you 
also survive academic competition as hellish as that in China?)
(Topic 2) In your home country, is rote-learning more emphasized than the 
development of the students’ imagination and creativity? (Do you 
think the current education system in your home country needs to be 
reformed?)
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(Topic 3) What kind of classes will be effective to help students become creative 
thinkers?
(Topic 4) Use the table below and make a list of both merits and demerits of the 
two types of education.
Education emphasizing rote learning Education emphasizing creative thinking
Merits Demerits Merits Demerits
最初の 2 つのトピックは、レポートを踏まえて個人的な経験を語るように促
すもので、問いのタイプとしてはType 1 にあたる5。受験競争のために小・中・
高校における教育が知識の詰め込みに偏りがちな状況は日本でも（また複数
名いたアジアからの留学生の母国でも）等しく見られ、大多数の学生が何ら
かの改革が必要だという立場をとった。ところが、Topic 3 で、想像力や創
造性を培うための具体的な方法を問われると、学生たち本人がそうした教育
をあまり経験していないことが壁となり、議論があまり展開しなかった。両
者の教育環境の功罪を挙げよという Topic 4 に関しても似たような状況で、
右側の “Education emphasizing creative thinking” の欄がなかなか埋まらなかっ
た。どうも “creative thinking” という言葉そのものに馴染めないようであっ
たので、例えば、 教員の授業を板書し記憶する授業ではなく、学生が主体的
に課題を決めてリサーチするタイプの independent learning に置き換えてみる
ように助言したところ、プレゼンテーションやグループ・プロジェクトなど
がそれにあたるのではないかと徐々に意見が出てきた。
　このように、学生たちの経験に直接関連づけうるトピックで、かつ、それ
が肯定派と否定派の両方から論じうる問題である場合には、ディスカッショ
ンで論じた内容を更にディベートへと展開する可能性が見えてくる。尚、ディ
ベートの指導と実践に関しては、後続の 6.1. で詳しく論じる。
5. プレゼンテーションの指導
　4.3. において、プレゼンテーションのトピックに関しては既に一部述べた
が、ここではプレゼンテーションの指導法を中心に改めて詳しく論じる。
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　英語の授業でプレゼンテーションを導入する場合には、プレゼンテーショ
ンに関する基本的な理論を説明し、さらにその基本線に沿ったプレゼンテー
ションを教員が学生の前でデモンストレーションするのが最も効果的だと思
う。現状では、大多数の日本人学生がプレゼンテーションの経験をほとんど
持たずに大学に入学してくる。入学後も、日本語、英語の言語の別を問わず、
基本的なプレゼンテーションのスキルを系統的に学ぶ機会を持たないまま、
大学の4年間を過ごす学生は少なくない。その一方で、専門の（日本語による）
ゼミ等では、プレゼンテーションを当然の課題として与えられる現実がある。
必然的に、学生の多くは基礎知識を持たずしてプレゼンテーションの実地に
飛び込み、模索を続けながら、自分なりのスタイルを徐々に作り上げていく
しかない。
　勿論、経験を重ね、試行錯誤を経て体得したスキルは、その学生個人にとっ
て貴重な財産になるだろう。しかし、基礎なしに積み上げられた経験則の危
さや盲点も否定することはできない。また、従来の日本式の教育環境では、
聴衆との有効な関係の構築や、パフォーマンスとしてのプレゼンテーション
という英語圏独特の考え方に触れる機会もほとんどない。こう考えると、日
本語によるプレゼンテーションと英語によるそれの違いを、ある段階で明瞭
にしておくことは決して無駄ではないだろう。
5.1．プレゼンテーションの指導：理論と実践
　まず、プレゼンテーションの指導のスケジュールを概略する。このコース
では、最初の 1 か月間はプレゼンテーションの基礎を学ぶ時間にあて、実際
に学生がプレゼンテーションを開始するのはそれ以後とする。教員による指
導は 2 週にわたり、理論と実地の 2 段階式で進める。具体的には［資料 2］に
ある通り、まずコースの第 3 週目に、英語によるプレゼンテーションの基本
をコンパクトに 30 分程度で講義する。［資料 10］ はその際に使用するパワー
ポイントである6。さらに、翌週には、前週に講義した基本に即し、実際に
教員がプレゼンテーションを実演する。実演の際には、［資料 11］ のプレゼ
ンテーション評価フォームも配布し、このフォームを使って教員の実演を実
際に学生に評価させる。もうひとつ重要なのは、コースの 2 週目ないし 3 週
目を目途に、全員のプレゼンテーションの日程を学生に周知することである。
この日程は、クラスの履修者数に応じて調整が必要だが、時間的に 1 回の授
業につき 2 名が限度である。以上のような準備をすると、1 か月後には学生
によるプレゼンテーションを比較的スムーズに始めることができる。
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　次に、それぞれの資料に沿ってプレゼンテーションの指導方法を段階ごと
に説明する。［資料 10］は、英語によるプレゼンテーションの経験をほとんど
持たない学生を念頭に作成されている。プレゼンテーションの指導も通常の
授業と同様に英語によって行う為、スライドにはできる限り日本語を併記
し、講義内容が全員に正しく伝わるよう図っている。また、こうしておくと、
クラスのレヴェルに応じて途中で使用言語を日本語に切り替えることも容易
である。［資料 10］ のスライド 2 に示したように、この講義では、ポイントを
「I. 英語によるプレゼンテーションの基本要素」（スライド 3）、「II. 標準的なプ
レゼンテーションの基本的構造」（スライド 4）、「III. イントロダクションの目
的」（スライド 5-6）、そして「IV. コンクルージョンの目的」（スライド 7-10）の
4 つに絞る。
　この講義でまず強調するのは、英語でプレゼンテーションをする際には、
ただ言語を介して情報を伝達しても十分ではないということである。 ［資料 
10］ のスライド 3 に図示した通り、オーラル・メッセージとしてのスピーチ
は、スピーカーの身体を介して伝達される身体的メッセージ、さらに、パワー
ポイントやオーバーヘッドプロジェクター等の資料によって伝達される視覚
的メッセージに支えられたとき、初めて完全なプレゼンテーションとして成
立することを最初に理解させるのである。特に、日本文化にはあまり馴染の
ない eye contact、voice inflection、posture、および gestures の 4 つ、即ち、い
わゆるボディ・ランゲージによるメッセージが、英語文化圏では極めて重要
な意味を持つことを説明する必要がある。ほとんどの日本人の学生は、聴衆
を前に演壇からスピーチした経験に乏しく、プレゼンテーションとなると視
線を落とし、ただ一本調子に原稿を読みあげてしまう。パワーポイントの作
成にはある程度習熟していても、上半身を使って効果的にジェスチャーした
り、レーザー・ポインター等の補助器具を活用し、スライドとスピーチのリ
ンクをはっきりと聴衆に示す配慮にも欠けている。結果として、ビジュアル・
メッセージ（パワーポイント）がオーラル・メッセージ（スピーチ）の補助と
しての役割を全く果たさないケースが頻繁に見られる。これは、聴衆との良
好なコミュニケーションの構築こそ、プレゼンテーションの成功の鍵である
点を十分に理解していないことによる。また、ボディ・ランゲージの重要性
については、翌週の教員のデモンストレーションの中で実演することによっ
て、その重要性をしっかりと認識させることが大切である。
　続いて、スライド 4 の「II. 標準的なプレゼンテーションの基本的構造」に
沿って、英語のプレゼンテーションが基本的にイントロダクション、ボディ、
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コンクルージョンの 3 部から成ることを説明する。ただし、私のコースでは、
ボディの内容に関しては学生個人の自由裁量に任せ、教員による講義の焦点
はイントロダクションとコンクルージョンの役割に絞ることにしている。
　まず、スライド5は、イントロダクションの4つの目的―「聴衆を引き込む」、
「スピーチのトピックを明示する」、「聴衆の信頼を得る」、そして「プレゼン
テーションの概要を予め示す」―のリストである。これらはいずれもイント
ロダクションの必須要素であるが、特に日本人の学生の場合は、聴衆の興味
を喚起する工夫を全く欠いたまま、いきなり本題に入るケースが非常に多い。
先ほど述べた聴衆への配慮の欠如の典型的な一例である。そこで、次のスラ
イド 6 では、「聴衆を引き込むために有効な手法」として、一般に広く使われ
ている 6 つのスタンダードな手法を具体例も参照しながら説明していく7。
　最後に、コンクルージョンとは何かについて、次の順序で説明する：「コ
ンクルージョンの目的」（スライド 7）、「プレゼンテーションの終わりを知ら
せるために有効な表現」（スライド 8）、「プレゼンテーションを結論づけるた
めの効果的手法」（スライド 9）、「プレゼンテーションを結ぶ際の標準的な謝
辞」（スライド 10）。
　コンクルージョンは、定型に従って基本を押さえれば特に難しい点はな
い。しかし、学生のプレゼンテーションを見ていると、コンクルージョン
なしに不自然な表現―頻繁に耳にするのは “That’s it.” や “My presentation is 
finished.”
 といった表現である―を以て唐突にプレゼンテーションが終わり、
スピーカーが慌しく演壇を後にすることが珍しくない。これは、いかにもお
粗末な印象を聴衆に残すばかりか、自分の主張を改めて強調する最後の貴重
な機会を自ら逃しているに他ならない。こうした問題は、コンクルージョン
の目的とそれを達成する手法を指導すれば容易に解決する。また、コンクルー
ジョンには、「このプレゼンテーションは最終段階に入り、終わりが近い」と
いう合図を聴衆に送る目的もあることを認識している学生は意外に少ない。
この点については、スライド 8 に列挙したような定型表現を適切に使うよう
に指導する。
　聴衆に結論を迎える心の準備を促した後、問題は、実際にどのようにして
結論を導くかということになるが、これに関してもいくつかの一般的な手法
がある。それを示したのがスライド 9 であり、イントロダクションの場合と
同様に、それぞれの手法を使ったコンクルージョンの具体例を参照しながら
1 つずつ説明する8。最後のスライドで聴衆への謝辞の定型表現を紹介して、
理論に関する講義は終了する。
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［資料10］英語によるプレゼンテ シーョンの基本（理論）の講義のためのパワー ポイント
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I. Three Basic Components of 
a Presentation in English
3
Physical
Message
身体
Visual
Message
視覚
Story              
Message
言語
◆Eye Contact
◆Voice Inflection （声の抑揚）
◆Gestures
◆Posture (姿勢）
◆Visual Aids
(PowerPoint)
◆Introduction
◆Body
◆Conclusion
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II. Basic Structure of 
a Standard Presentation
(標準的なプレゼンテーションの基本的構造）
4
• Greeting (挨拶）
• Engage the audience/Get the attention and interest of the audience （聴衆の引き込み)
• Reveal the topic （スピーチトピックの提示）
• Establish your credibility and goodwill  (聴衆の信用と好意の獲得）
• Preview the body of the speech （スピーチのボディの予告）
Intro‐
duction
• Offer supporting materials (具体例、統計・数値、専門家の意見など）Main Point 1
• Offer supporting materials （具体例、統計・数値、専門家の意見など）Main Point 2
• Offer supporting materials （具体例、統計・数値、専門家の意見など）Main Point 3
• Signal the end of the speech (定型表現でスピーチの終わりを示唆）
• Reinforce the the central idea of the speech （主張したい事柄の強調）
• Remark of gratitude （清聴に対する謝辞）
Conclu‐
sion
2012/11/28
5
III-1. Objectives of the Introduction
(イントロダクションの目的）
5
1. Engage the audience/
Get the attention of the audience
聴衆を引き込む／聴衆の興味を喚起する (Refer to Slide 6)
2. Reveal the topic of your speech
スピーチのトピックを提示する
3. Establish your credibility
聴衆の信頼を得る
4. Preview the body of the Speech
プレゼンテーションの概要を予め示す
2012/11/28
6
III-2. Effective Methods for 
Engaging the Audience
（聴衆を引き込むために有効な手法）
(A)Relate the topic to the audience 聴衆にトピックとの接点を与える
(B) Startle the audience  聴衆に衝撃（的な事実・データ）を与える
(C) Arouse the curiosity 聴衆の好奇心を徐々に喚起する
(D) Question the audience 聴衆に(修辞的な）質問をする
(E) Begin with a quotation 引用（諺、権威者の言葉等）で始める
(F) Tell a story 心を打つ逸話を語る
6
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IV-1. Objectives of the Conclusion
7
I. Signal the end of the speech
スピーチの終わりを聴衆に知らせる
II.  Reinforce the central idea
スピーチの主旨を最後に再び強調する
2012/11/28
8
IV-2. Useful Expressions to 
Conclude a Presentation
「最後に…」
‐In conclusion, ….
‐In closing, ….
‐Finally, ….
‐Let me end by saying….
‐In concluding my presentation, I would like to   
summarize/ emphasize/ restate . . .
「このスピーチの目的は…でした」
My purpose has been….
8
2012/11/28
9
IV-3. Effective Methods to 
Reinforce the Central Ideas
(A)Summarize your speech
スピーチのメインポイント（ボディ）を要約する
(B)End with a quotation 引用（諺、権威者の言葉等）で結ぶ
(C)Make a dramatic statement
（他者からの引用でなく）自らの表現で結ぶ
(D) Refer to the introduction
イントロダクションで導入した事柄に再び触れる
9
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2012/11/28
10
IV-4. Standard Remarks of 
Gratitude to End a Speech
‐Thank you for listening.
‐Thank you for your kind attention.
‐Thank you very much.
10
2012/11/28
11
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5.2．教員によるプレゼンテーションの実演
　プレゼンテーションの基本について講義を行った翌週の授業では、教員が
実際にプレゼンテーションを実演し、学生により具体的なモデルを示す。こ
の際、学生に課しているプレゼンテーションの必須条件に沿って全体を構成
すると、学生にはより分かりやすいデモンストレーションになる。尚、この
コースでは次のような条件を学生に課している：
Requirements for the Students’ Presentations:
Type of presentation: Informative presentation (A type of presentation that gives 
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 useful information about a topic from a basically neutral viewpoint)
Purpose and Topic: To give supplementary information about the issue featured by 
 the news report of the previous class and help the other students understand 
 that issue more deeply. 
Length: about 10-15 minutes
Visual Aid: PowerPoint slides (10-15 slides)
すでに 4.3. でも述べた通り、プレゼンテーションのトピックは基本的に前の
週に視聴したニュースレポートの関連事項で、特にグループ・ディスカッショ
ンで他の学生が挙げた疑問に答えることができれば最も理想的である。しか
し、これを一方的に強制するのは避け、学生の興味が他にあるようならそち
らを優先させる。例えば、学生が前週ではなく更に以前の週で扱ったレポー
トにより関心がある場合がそれにあたる。ただし、「クラスで扱ったレポー
トを他の学生が更に深く理解する助けとなるようなプレゼンテーションを行
う」という点だけは必須要件とし、プレゼンテーションを通して個人がクラ
スに貢献する点を重視するとともに、プレゼンテーションのトピックが無制
限に拡散するのを防ぐ。
　［資料 2］にある通り、教員によるプレゼンテーションの実演では “Burma: 
Battle for Democracy” と題し、当日の授業のリスニング教材であった “Victory 
of Aung San Suu Kyi: Burmese Election”
 のレポートの内容を補う情報を提供し
た。この際、学生にはパワーポイントをプリントアウトしたものと、
“Informative Presentation Evaluation Form”（［資料 11］）のふたつを配布する9。
前者は、学生が実際に自分のプレゼンテーションのためのパワーポイントを
作成する際の雛型になる。後者は、学生のプレゼンテーションを評価する際
に教員が実際に使用するフォームである。こちらに関しては、まずフォーム
に記入されている評価の観点と点数配分などを十分に学生に説明してから、
教員のプレゼンテーションを採点者の視点から評価させる。この作業のねら
いは、評価フォームを使って実際に他者を採点することで、学生に評価基準
をより深く理解させることにある。
　このように、理論の講義とそれに基づく実演の 2 段階を経て、プレゼンテー
ションの指導は終了する。
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［資料 11］プレゼンテーションの評価表のサンプル
 
 
Individual Presentation Evaluation Form 
Date of Presentation:                          
Presentation Topic: 
Student’s Name:  
 Poor ←    →Excellent Comments (for further development) 
I. Delivery (Individual Performance) □ Don’t be monotone.  □ Don’t mumble. 
□ Don’t speak too fast. 
□ Don’t rely on the manuscript too heavily. 
□ Keep your head and eyes up. 
□ Make eye contact with all parts of the room. 
□ Smile. (Your face was expressionless.) 
□ Stop fidgeting. (You kept moving restlessly.) 
□ Use gestures in a more dynamic manner. 
□ Don’t lean on the lectern. (You look tired and lazy.) 
□ Your English was hard to understand due to wrong 
choice of words/ inaccurate pronunciation. 
Others: 
 
1. Dynamic use of voice 1 2 3 4 
2. Eye contact & Posture 1 2 3 4 
3. Gestures & Enthusiasm 1 2 3 4 
 4. English (Accuracy & Fluency) 1 
 
2 3 
 
4 
 
<A> Score for delivery /16 
II. Speech Content  
1. Introduction 
Introducing the members  
Engaging the audience 
Revealing the topic 
Outlining the body 
1 2 3 4 □ No effective opener. 
□ The topic wasn’t revealed clearly. 
□ No outline. 
Others: 
2. Body 
 
1 
 
2 
 
3 
 
4 
 
 
□ Redundant.  
□ Vague (due to wrong choice of words). 
□ Too rough.       
□ Disorganized. 
□ Not enough evidence. 
□ Illogical. 
Others: 
 
 3.  Conclusion 
Signaling the closing 
Reinforcing the central idea 
1 2 3 4 
 
□ No signal was given.  □ Too short. 
□ Too long.  □ Don’t introduce new ideas. 
Others: 
 
III. Visual Aids 1 2 3 4 
 
□ Too much information. □ Use larger, clearer fonts. 
□ Not appealing. (Rethink the layout, colors, etc.) 
□ Not integrated into the speech properly. 
Others: 
 
<B> Score for the speech content /16 
<C> Total (= <A> + <B>)      /32  
Your Final Score (out of a possible 20) /20 (= <C>÷32×20) 
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6．英語によるコミュニケーション能力の訓練としてのディベートの
　 可能性
　ニュースレポートの視聴と、それに続くディスカッションからの展開の 1
つのパターンがプレゼンテーションだが、もう 1 つの展開法としてディベー
トの活用が考えられる。日本人学生がプレゼンテーションの経験に乏しいこ
とは既に述べたが、ディベートの経験者はさらに少なく、ディベートと聞く
と身構えてしまう学生も少なくない。しかし、ルールを理解し、しかるべき
準備をして臨みさえすれば、ディベートはむしろディスカッションよりも日
本人学生には馴染み易い形式かもしれない。では、ディベートにはどのよう
な特質があり、英語のコミュニケーションの訓練にどのように役立つのかを
述べていきたい。
　私がディベートに関心を持つきっかけになったのは、学生のグループ・ディ
スカッションの様子を観察する中で、ディスカッション特有の難点に気付か
されたことだった。その難点とは、具体的には次の 2 点に集約される：（1） 
一部の英語力のある学生に発言が偏り、それ以外の学生が議論に参加できず
に沈黙しがちである、（2） 議論が個人的な意見や立場の単純な表明（好きか嫌
いか、賛成か不賛成か等）に尽き、その理由や背景を含めて議論しあう段階
までなかなか展開しない。特に、2 つ目の問題点は英語力のレヴェルとは関
係なく、比較的広く日本人の学生に見られる傾向である。日本ではそもそも
討論の文化が希薄なだけに、ひとつの問題について長時間にわたって意見を
出し、是非を論じ合うことそのものが学生にとっては大きな課題となるよう
である。スピーキングの能力を訓練するためには、ひとつの問題について意
見を異にする者同士が、双方からじっくりと議論を掘り下げる必要があるが、
ディスカッションという比較的緩い枠組みの中では、これがなかなかうまく
進行しないのが現実である。
　こうした問題のひとつの解決策となるのがディベートではないかと思う。
その理由は、以下に示すディベートの基本的なルールによる：
（1） ディベートではひとつの命題（Proposition）の是非をめぐって肯定派 
（Affirmative Team）と否定派 （Negative Team）のふたつのチームが議
論する。
（2） ディベーターは肯定・否定の立場を自ら選ぶのではなく、本人の意
見とは関わりなくいずれかの立場を与えられ、それを擁護する為に
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最も有効な議論を展開する。（即ち、ディベートは一種の role-playing
として展開される。）
（3） ディベーターは具体的な根拠を挙げながら、自らの立場が敵対チー
ムの立場に勝ることを立証する（Burden of Proof）。
（4） ディベーターは敵対チームの主張を注意深く聞き、それを反駁する
ことで自らの立場を擁護する（Burden of Rebuttal）。
（5） ディベーターは自らの議論の聞き手―即ち、聴衆およびディベート
の勝敗を決めるジャッジ―に常に配慮し、できる限り明瞭な議論を
展開する（Burdon of Communication）。
（6） ディベートでは各ディベーターの発言の順序が決まっており、かつ明
確な制限時間の中で議論の応報をする為、各人に平等な発言の機会
が確保される。（通常、ジャッジがタイムキーパーの役割を果たす。）10
　（1）および（2）にある通り、ディベーターは命題を巡って肯定派と否定派
に分かれて議論を戦わせるが、通常、誰がどちらの側に立つかはディベート
開始の直前に初めて告げられる。そのため、ディベーターは全員が肯定と否
定のいずれの立場でも擁護できるように準備をしておかなければならない。
このように、自分の個人的な信条を離れ、ひとつの問題を肯定と否定の対極
的な立場から検討する能力は、ディベートだけでなく他の様々なコミュニ
ケーションの場面でも役立つ重要なスキルであり、ディスカッションではな
かなか鍛えることのできないものである。
　また、ディベートの最大の特徴は、対抗するチームとの議論の応報（（3）
および（4））にあるが、その応報は（6）の通り厳格な制限時間の中で予め決め
られた順序に従って進行する為、ディスカッションの場合のように英語の発
話能力の高い者に発言が集中する状況は起こらない。さらに、敵対チームの
議論の弱点を指摘するために、相手の議論に注意深く耳を傾け、同時に効率
良くメモをとる必要もある。加えて、ディベートでは敵対チームと議論を戦
わせながらも、ディベートの勝敗を決定するジャッジを常に意識し、自分の
チームの議論の正当性をジャッジに認めさせることがディベーターの究極の
目標となる。ただし、ジャッジは必ずしも命題について専門的知識を持ち合
わせているとは限らないので―例えば学校対抗の本格的なディベート大会で
あれば、各校のコーチがジャッジになることもあるが、授業の一環としての
ディベートではクラスの学生がジャッジの役を果たす―聞き手となるジャッ
ジに分かりやすく自説を展開できるか否かがディベーターにとっての大きな
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課題となる。このように、ディベートでは自分の議論を一方的に語るだけで
は不十分で、相手の議論に耳を傾け、正確なメモを取り、かつ、聞き手であ
るジャッジの心をつかむといった様々なコミュニケーション能力が必要とさ
れる。この意味で、ディベートは、ディスカッションやプレゼンテーション
による訓練を補完する様々な要素を持つと言える。
6.1．マイクロ・ディベートの導入
　次に、ディベートをどのように授業に組み込んだのか、具体的に説明する。
一口にディベートと言っても、実際には様々なフォーマットがあり、命題の
種類、チームの人数、各ディベーターのスピーチの回数、スピーチの制限時
間、敵対チームに対する質疑応答の有無など、設定によってはディベート全
体で 1 時間を超える場合もある11。ここまで述べてきた通り、このコースで
はディベートだけを授業の目的とするのではなく、リスニングによる訓練を
更に展開する為にディベートを導入することをねらっているため、ディベー
トのフォーマットを通常よりも簡易化し、所要時間を短縮する必要があった。
そこで、ディベートとしては最小規模のマイクロ・ディベートを導入するこ
とにした12。
　マイクロ・ディベートは、肯定派のディベーター 1 名、否定派のディベー
ター 1 名、ジャッジ 1 名の計 3 名を 1 グループとして進行する。［資料 12］は
学生にマイクロ・ディベートの進行方法を導入する際に用いるパワーポイ
ントである。実際のコースでは第 6 週目に初回のディベートを行ったが、そ
れに先立って第 5 週目をディベートの準備にあてた。具体的には、このパ
ワーポイントに沿って 20 分程度でディベートの基本およびマイクロ・ディ
ベートのフォーマットを概略するとともに、［資料 13］を配布して翌週のディ
ベートに向けた準備を全員に宿題として課した。初回のディベートの命題
の “It is not beneficial to own a private car in Japanese society.” は、第 2 週目のリ
スニングセクションで視聴したニュースレポートの “A Challenge of US Car 
Culture”
 を基に着想したものである。このニュースレポートは、ここ数年の
米国の自家用車の購入層の変化について伝えるもので、20 代の若者の間で
運転免許の取得や自動車保有率が低下する一方、郊外に住む高齢者層の間で
は自家用車を手放さない傾向が強まっているという主旨であった。またその
背景として、若者の雇用の機会の縮小、自家用車の維持費の上昇、自動車の
ファッション性の低下、インターネットの普及に伴う交際の形態の変化など
にも触れており、日本の学生が自身の経験と比較しやすい内容になっていた。
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そこで、クラスでは状況を日本に移し、自家用車の所有の是非をめぐってディ
ベートを行うことにした。先に触れた［資料 13］ の予習用のフォームには、
命題の肯定派（自家用車の保有は利よりも害をもたらす）と否定派（自家用車
の保有は害よりも利をもたらす）のそれぞれの立場を擁護する根拠を少なく
とも 3 点ずつ記入する欄が設けられている。学生には、ニュースレポートか
ら得た語彙と情報、および自身の経験や知識を援用して、両方の欄を英文で
書き、翌週の授業に持参するように指示する。こうすることで、クラスの全
員が肯定派・否定派のいずれの側を与えられても、自分の立場を擁護する準
備が整っていることになる。
　ディベートの当日には、まずクラスを基本的に 3 人のグループに分け、肯
定派ディベーター、否定派ディベーター、そしてジャッジを教員が指名する
か、グループ内で決めさせる。人数に端数が出る場合には 4 人グループを作
り、そのグループではジャッジを 2 人とする。グループ分けの際には、英語
のレヴェルの近い学生同士を組ませることができれば理想的である。しかし、
学期中に何度かディベートの機会があるならば、レヴェルが同じという理由
だけで毎回同じ者同士を組ませるよりは、たとえレヴェルに開きがあっても
頻繁にメンバーを入れ替える方が、学生にとっては―特にレヴェルの低い者
にとっては―よい刺激となるようである。
　マイクロ・ディベートの制限時間に一定の決まりはないが、このコースで
は 3 分間のスピーチを 1 ラウンドとして全 4 ラウンドで構成する形をとった。
（ディベート全体の流れを図示したものが［資料 12］ のスライド 7 にあたる。）
まず第 1 ラウンドで、肯定派が自分の立場の擁護、すなわち立論（Affirmative 
Constructive/ 3 分）を行う。続く約 1 分間で、否定派はどう反論するか考えを
まとめ、第 2 ラウンドで肯定派の立論に対して一点ずつ反論を行う（Negative 
Rebuttal/ 3 分）。この際、例えば肯定派が 3 点の根拠を挙げたにも関わらず、
否定派がそのうち 2 点にしか言及しなかった場合には、残る 1 点については
否定派が沈黙をもって肯定派の立場を認めたこととなり、当然ながら否定派
のマイナスポイントとして換算される。第 3 ラウンドでは、否定派が自分の
立場の擁護（Negative Constructive/ 3 分）を行い、1 分間の準備の後に肯定派
が否定派の立論を反駁する（Affirmative Rebuttal/ 3 分）。この際のポイントの
数え方は第 2 ラウンドと同様である。こうして 4 つのスピーチが終わったと
ころでディベートの終了となり、ジャッジに 5 ～ 10 分の時間を与えて勝敗
を決めさせる。
　ディベートの間は、ディベーターおよびジャッジの全員が一般に “Debate 
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Flow Chart” と呼ばれる進行表を記入する。その具体例として［資料 14］ を見
て頂きたい。これは、 “Japanese universities should shift enrolment season from 
spring to fall.”
 という命題で第 11 週目にディベートを行った際、実際にジャッ
ジを務めた学生が記入したフロ ・ーチャートを基にしている13。こうしたチャー
トを書くことで、ディベーターは相手の議論に的確に反論することができ、
ジャッジは勝敗を決める際に議論の全体を公平に振り返ることができる。
　次に、［資料 14］を参照しながら、この場合ジャッジがどのような過程を経
て勝敗を決めたかを検証してみる。チャートは全体として、左のコラムか
ら右へ向かって、順に肯定派立論、否定派反駁、否定派立論、そして肯定
派反駁へとディベートが進行したことを示す。各コラムの中に見られる角
括弧（［　］）で囲んだ筆記体の部分はディベート後の判定時間中にジャッジ
が書き込んだコメントである。チャートを記入する際には、この例のよう
に AC （=Affirmative Constructive）、NR （=Negative Rebuttal）、NC （=Negative 
Constructive）、AR （=Affirmative Rebuttal）、AC>NR （AC の方が NR よりも説
得力がある）のような省略形の表記を使うと時間の短縮につながる。
　チャートをより詳しく見てみよう。左側の 2 つのコラムを比べると、第 1
ラウンドで肯定派が （1）から（3）の 3 つの根拠を論じ、第 2 ラウンドで否定
派がそのひとつひとつにきちんと反論していることが分かる。ジャッジはそ
れぞれの論点について双方の議論を比較し、（1）と（3）では肯定派が、（2）で
は否定派が優勢であると判断し、まず肯定派に 2 点、否定派に 1 点のポイン
トを与えた。（チャートの中の 1p for A および 1p for N とあるのは「肯定派な
いし否定派に 1 ポイント与える」という意でジャッジが記した記号である。）
右側の 2 つのコラムはディベートの後半の記録にあたり、第 3 ラウンドの否
定派の立論とそれに対する第 4 ラウンドの肯定派による反論が比較されてい
る。この後半ラウンドで議論された第 1 点目については、ジャッジは肯定・
否定の双方とも説得力に欠けると判断し、いずれの側にもポイントを与えて
いない。続く第 2 点目では肯定派の反論の方がより論理的であり、また第 3
点目では否定派の議論が弱いとの判断から、肯定派に 2 ポイントが追加され
た。よって、最終的な獲得ポイントは、肯定派が 4、否定派が 1 となり、ディ
ベートの勝者は肯定派という結果が出た。最後に、こうして数字として出た
勝敗の結果をより分かりやすくするため、ジャッジは最終的に審判を決定づ
けた理由、および双方のディベーターのパフォーマンスで評価される点と改
善すべき点をチャートの最下段に記入し、同じ内容を両者に口頭で伝えて一
連のディベートが終了する。
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［資料 12］ マイクロ・ディベートの基本の講義のためのパワーポイント
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I. Debate Basics 
1. Basic Debate Format
Affirmative
Debater(s)
(=for the 
proposition)
Negative
Debater(s)
(=against the 
proposition)
Judge(s)
Proposition: Smoking should be banned in all public places.
3
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I. Debate Basics
2. The Proposition
3 Types of Propositions
♦ The proposition of fact: Describing the present or 
the past
e.g.) The Mt. Fuji is 3,776 meters high.
♦ The proposition of value: Making a judgment
e.g.) Open-access sources such as Wikipedia are 
strongly beneficial.
♦ The proposition of policy: Urging future action
e.g.) We should abolish capital punishment in Japan.
*Most of the topics for school debate is a proposition of value 
or a proposition of policy. 4
2012/11/28
5
I. Debate Basics
3. Ground Rules of Debating
(1) A debate is held over one proposition (or topic) between two 
teams of debaters.*1
*1 ▶ One of the team supports the proposition (=the Affirmative) and the
other opposes it (=the Negative).
▶ A team may consist of one to four debaters depending on what
debate format is adopted.
▶ Debaters are assigned either the affirmative or the negative side and
must defend their own side regardless of their personal beliefs.
(2) Debaters need to bear three burdens: burden of proof, burden of 
rebuttal and burden of communication.
(3) One or more judges decide which side won the debate based on 
which side’s argument was more persuasive.
5
2012/11/28
6
I. Debate Basics
4. Duties of the Judges
(1) Keep track of the debate’s flow on the debate flow chart.
(2) Decide which side won the debate according to these
judging criteria:
(a) Which side offered more convincing proof?
(b) Which side developed more logical argument?
(c) Which side was better at responding to the opponent’s argument? 
(Were there any points that were offered by one of the debaters but 
were simply admitted in silence by his opponent?)
(3) Give reasons for their judgment and comments to 
individual debaters so that they can improve for the next
debate.
(4) Keep time and give time signals to the debaters.
6
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II. Micro‐debate
Sequence of Speeches
A micro-debate: a debate with two debaters and one judge
Affirmative 
Constructive
(3min)
Negative
Rebuttal
(3min)
Negative 
Constructive
(3min)
Affirmative 
Rebuttal
(3min)
肯定派立論
Reason 1
Reason 2
Reason 3
否定派反駁
←Response
← Response
← Response
否定派立論
Reason 1
Reason 2
Reason 3
肯定派反駁
←Response
← Response
← Response
1 
min
1 
min
1 
min 7
2012/11/28
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［資料 13］ マイクロ・ディベートの予習用フォームの例
Microdebate Preparation Form              Name                                               
Proposition : It is not beneficial to own a private car in Japanese society.
A
肯 定 側
ffirmative C
立 証
onstructive (Three reasons to defend the affirmative side):
Reason 1
Reason 2
Reason 3
N
否 定 側
egative C
立 証
onstructive (Three reasons to defend the negative side):
Reason 1
Reason 2
Reason 3
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［資料 14］ マイクロ・ディベートで学生が記入したフローチャートの例
Debate Flow Chart                                                                
Date:                                       Proposition: Japanese universities should shift enrollment from spring to fall. 
Names of the Debaters Names of the Judges   
←Check the box next to your name. Affirmative    ✓ 
Negative     
 
1. Affirmative Constructive (3 min) 2. Negative Rebuttal (3 min) 3. Negative Constructive (3 min) 4. Affirmative Rebuttal (3 min) 
(1) Considering shrinking population in Japan, the 
shift to the global standard would help 
companies hire talented foreign students who 
can contribute to the economy.) 
 
 
(2) It would help overseas students study in Japan. 
 
 
 
 
(3) Gap-term between high school and university 
can be used for volunteering and internship. 
 
 
 
 
 
 
←(1) Bright Japanese students would leave the country, 
and the problem of “brain drain” may be caused. 
[AC>NR: But many non-Japanese students will get 
interested in working at Japanese companies.] 1p for 
A 
 
←(2) Overseas students need time to study Japanese, so 
gap-term is important. 
[AC<NR: very good insight] 1p for N 
    
 
←(3) Internship after two-year job-hunting would be just 
waste of time. 
[AC>NR: Irrelevant and weak argument. AC is 
arguing about the gap-term after high school 
graduation but not university graduation. Besides, 
job-hunting is not equal to internship.] 1p for A 
(1) In Japan, both fiscal and academic years 
traditionally start in April. Changing that 
tradition would cause a great confusion on the 
society as a whole.  
[Similar argument to AC (1)] 
    
(2) Changing university academic year would 
make the entire Japanese job market unstable, 
which would badly affect the job opportunity 
for high school graduates. 
 
(3) It would incentivize Japanese students to 
attend overseas universities since they have to 
wait until September, and “brain drain” might 
never return. 
   [Weak argument./ Moving school year won’t 
change the whole situation as there are other 
barriers for Japanese students who want to 
study abroad—for example, language, money, 
and distance, etc.] 1p for A 
← (1) Some risks would be inevitable if we 
seriously try to make Japanese education be 
in line with the global standard. 
[NC=AR]  
 
 
← (2) Companies’ hiring schedules and high 
school years can be changed, too. 
     [NC<AR: Makes sense.] 1p for A 
 
 
←(3) Many Japanese students study abroad  
already, but the problem of “brain drain”  
has never become serious. 
 
Judgment Affirmative Negative Winner Main Reason 
 4 points 1 points Affirmative The Affirmative’s first reason that the shift would boost the Japanese economy was hard to disagree with, while the Negative failed 
to offer a really strong reason to deny the proposition. 
 
Comments to the Affirmative: 
You developed very good arguments. Presentation was too short, but logic was clear and concise. 
Comments to the Negative: 
You did the best that could be done. Your point about overseas students needing time to adjust and learn 
the language was an eye-opener, in particular. However, the debate was tilted towards the Affirmative to 
begin with, putting the Negative at a disadvantage. 
7．おわりに：これまでの反省と今後の課題
　この論文では、時事問題のニュースレポートのリスニングを授業の基礎部
分に据え、そこからディスカッション、プレゼンテーション、ディベート
の 3 種のコミュニケーションの訓練に展開する英語の授業の運営について述
べてきた。2009 年度に初めてこのコースを担当して以来、一貫して目指し
てきたことは、経済学部の学生が将来的に経済人として英語でコミュニケー
ションを図れるように、その基礎力を養うための授業内容を提供することで
ある。しかし、授業が現在の形に至るまでには様々な失敗があった。
　中でも改めて気づかされたのは、授業の中で CALL システムが占めるウェ
イトをどの範囲に収めるかによって、授業の成否が左右されるという点であ
る。勿論、CALL の設備なくしては、ニュースレポートのリスニングを効果
的に訓練することは極めて難しい。しかし、どんなにコンピュータのシステ
ムが進歩しようとも、教員は、授業を受講する学生のレヴェル、要望、気質
や価値観を考慮しながら、CALL を具体的に何の目的で、どのような効果を
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ねらって利用するのか、慎重に判断する必要があると思う。
　例えば、コースを担当して 1 年目には、ニュースレポートのリスニングに
ほぼ全ての授業時間を費やし、学生間の意見交換の機会をほとんど設けな
かった。学生は個人のコンピュータブースに座り、授業の最初から最後まで
基本的に画面と対峙するだけであった。結果として、学生間、あるいは学生
と教員間のリアルなコミュニケーションが十分に確保されず、学生の学習意
欲の低下を招いてしまった。
　CALL システムを利用したシャドーウィングやペア・レッスンの導入にも
留意が必要だと思う。手本となる教材の音声を追いかけるように発話し（場
合によっては自分の音声の録音もし）、ネイティヴ・スピーカーの英語のリ
ズムを体得するのがシャドーウィング・レッスンであるが、この有効性につ
いては学生間で意見が分かれるようである。例えば、履修者が英語関連科目
を専攻する学生であれば、シャドーウィングは正しく聞き取りやすい発音の
訓練法として非常に効果的であり、学生も意欲的な取り組みを見せる14。し
かし、標準的なアメリカ英語やイギリス英語の正しい発音の習得をどこまで
追求するべきかに関しては、教員間でも学生間でも意見に個人差があるだろ
う。少なくとも私が指導した経済学部の学生の間では、発音の訓練を望む傾
向はあまり見られなかった。
　また、2 名以上の学生同士をコンピュータ上でランダムに接続し、ペアや
グループでヘッドフォンを介して（時にはウェブカメラを利用して相手の顔
を画面上に見ながら）会話をさせるペア・レッスンやグループ・レッスンに
しても、学生が必ずしも積極的に取り組むとは限らない。テクノロジー全盛
の時代にあって意外にも思えるのだが、語学学習に関しては、コンピュータ
を介さず、自然な環境で対話する方を支持する学生が比較的多いのも、また
事実である。
　CALL システムが年ごとに進化し、コンピュータの助けを借りて可能になる
英語のレッスンの幅は広がりつつある。しかし、私はこのコースを担当する
うちに、コンピュータを介した訓練は授業の一部として導入するに止め、中
心にはやはり対面式のリアルなコミュニケーションによる英語の訓練を据え
るべきであると考えるようになった。この論文で述べてきた教材と指導法は、
CALL と対面式のコミュニケーションの訓練の双方の利点を組み合わせる試
みの産物とも言える。しかし、現在のかたちが最終形ではないことは言うま
でもない。
　例えば、最も短期的な課題としては、ディベートの指導の更なる改善があ
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る。中でも、現状ではディベートの終了後に教員からのフィードバックを与
える機会を特に設けておらず、この点は最大の改善点である。この問題の原
因の 1 つは、複数のグループによるディベートを同時進行するかたちをとっ
ている為、時間的にも物理的にも 1 人の教員が授業内で対応できる範囲を超
えている点にあると思う。ディベートの間に記録されたフローチャートを回
収することで、授業後にディベート内容をある程度たどり直すことは可能だ
が、これまではそれにコメントを付けて返すまでには至らなかった。学生の
様子を観察する限りにおいては、ディベートという議論の形態そのものを楽
しんでいることは伝わってくる。しかし、自分の議論の展開法をどう工夫し
たらより良いディベーターになれるのか、あるいは、ジャッジとしての自分
の審判はどこまで的を射ているのかなど、おそらく学生の中には未解決のま
ま残された部分が多かったであろうと反省している。
　今後、対象となる学生の考え方も、彼らが求める英語の質も年々変化する
であろうことを考えると、私の授業もそれに応えるために常に改善していく
必要があり、現在の授業形態も長期的にはまた別のかたちへと変化するであ
ろう。そのためにも、今後も更に研究を積み、指導の方法に新たな工夫を加
えていかなければならないと考えている。
注
1
 ここで論じる内容は、2009 年度から一橋大学で担当中の英語の選択科目「経済語学」で実際に
使用した教材および授業内活動に基づいている。コースの受講生は主として経済学部の学生で、
コースの主旨は履修生が経済学関係の専門分野を追究する上で役立つ英語教育の提供にある。
また、英語による時事ニュースの放送をリスニングに活用する指導法については、津田塾大学
で担当中のアメリカ英語の発音法とリスニングを指導する科目「Pronunciation I」から多くの着
想を得た。
2
 ［資料 2］ の第 2 週目および 3 週目に記した通り、コースの当初は 1 回の授業で 2 本のレポート
を視聴するペースを予定していた。しかし、内容把握問題の正答率や学生からのフィードバッ
クを検討した結果、1 回に 1 本が妥当なペースと判断した。
3
 この作業の所要時間はレポートの長さによるが、レポート全体の長さの 2 倍程度の時間が適当
と思われる。
4
 このコースでは、ディスカッションで有効なフレーズや話し方などの所謂ディスカッション・
スキルの指導は特に行っていないが、入門レヴェルの学生向けには次のような良書がある：
David Kehe and Peggy Dustin Kehe, Conversation Strategies: Pair and Group Activities for Developing 
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Communicative Competence, 2nd ed. (Brattleboro, VT: Pro Lingua, 2004)
5
 Topic 2 で学生の「母国の」教育環境について問うているのは、クラスに複数名のアジアからの
留学生がおり、アジア諸国の状況と日本の状況を比較するねらいがあった。
6
 ［資料 10］ のうち、スライド 3 は Harrington and LeBeau, Speaking of a Speech, pp. 1-93 を、スライ
ド 4-10 は Lucas, The Art of Public Speaking. 9th ed., pp. 227-247 を参照して作成した。また、［資料 
10］ の補足資料としてThe Art of Public Speaking, pp. 226–251も様々なタイプのイントロダクショ
ンとコンクルージョンを紹介しているので、具体例として授業で参照するとより効果的である。
7
 
Lucas, The Art of Public Speaking, 9th ed., pp. 228-236 に豊富な具体例がある。
8
 
Lucas, The Art of Public Speaking, 9th ed., pp. 244-247
 に豊富な具体例がある。
9
 教員のデモンストレーションで使用したパワーポイントの資料については、紙面の都合上割愛
する。
10
 ここに挙げたディベートの基本的なルールに関しては、Rybold, Speaking, Listening, and 
Understanding: Debate for Non-Native English Speakers, “Chapter 2. Debate Basics,” pp. 10-14 および 
Ericson et. al, The Debaters’ Guide, 3rd ed., pp. 20-21 を参考にした。
11
 例 え ば、Rybold, Speaking, Listening, and Understanding: Debate for Non-Native English Speakers, 
“Chapter 5. Debate Formats,” pp. 40-53
 には様々なフォーマットが紹介されている。実際に授業
で活用する場合には、既存のフォーマットをクラスの状況に適合する形に改変する必要がある
と思う。
12
 マイクロ・ディベートの用語とそのアイデアについては、中嶋洋一、『英語のディベート授業・
30 の技』、pp. 146-152 を参照した。これは、中学校の英語教育におけるディベートの導入法を
紹介する書であるが、日本の教育現場でディベートを使う意義について多くの示唆を得た。
13
 この命題は、第 10 週目の授業で視聴した中国の大学入試のニュースレポートとの関連で得られ
たものである。ディベート前の予習としては、［資料 13］ と同種の予習用フォームの他に、次の
オンライン上の関連記事を読み、議論に必要な語彙や論点のヒントを得るように指示を出した：
 “Todai Panel Recommends Fall Enrollment: Shift Would Give University More Muscle to Recruit 
Foreign Students.” Japan Times Online. The Japan Times.19 Jan. 2012. Web. 
 <http://www.japantimes.co.jp/text/nn20120119a1.html>; Aoki, Mizuho. “Reform Means the World 
for Todai: Fall Enrollment Part of Wider Drive to Lure Foreign Students, Diversify.” The Japan Times 
Online. The Japan Times, Feb 18, 2012. Web. <http://www.japantimes.co.jp/text/nn20120218f1.html>
14
  津田塾大学で現在も担当中の「Pronunciation I」において、英文学科および国際関係学科の学生
に発音を指導した際の観察に基づく。
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